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１
世
紀
の
釧
美
展

　
美
術
の
秋
、
文
化
の
季
節
到
来
で

す
。
名
称
も
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
釧

路
文
化
ホ
ー
ル
に
な
っ
た
治
水
町
に

戻
り
、
第
１
０
１
回
展
を

日
か
ら

開
催
し
ま
す
。

　

年
の
歴
史
あ
る
、
こ
の
会
館
で

第

回
展
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
の
緞
帳

ど
ん
ち
ょ
う

の

絵
は
釧
美
展
の
当
時
の
会
員
の
作
品

が
採
用
さ
れ
、
ホ
ー
ル
に
も
ゆ
か
り

の
会
員
の
作
品
が
並
ん
で
い
ま
す
か

ら
、
見
掛
け
る
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
昨
年
の
１
０
０
回
記
念
展

は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応

援
を
い
た
だ
き
大
成
功
に
開
催
で
き

ま
し
た
。

　
　
深
　
谷
　
榮
　
樹

　
　
　
　
　
（
釧
路
美
術
協
会
会
長
）

　
青
春
と
い
う
響
き
を
久
し
ぶ
り

に
聞
い
た
。
定
時
制
通
信
制
の
高

校
に
通
う
生
徒
た
ち
の
「
生
活
体

験
発
表
大
会
釧
根
支
部
予
選
」
が

日
に
釧
路
湖
陵
高
校
で
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
輝
く
青
春
」
▼
「
そ
ん
な
時

代
も
あ
っ
た
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
、
生
徒
た

ち
の
発
表
を
聞
い
た
。
制
限
時
間
７
分
の
間
に
、

仕
事
や
学
校
生
活
の
ほ
か
、
多
様
な
価
値
観
や

言
葉
の
大
切
さ
を
問
う
も
の
だ
っ
た
。
自
分
が

代
の
頃
を
振
り
返
る
と
、
と
て
も
書
け
る
も

の
で
は
な
く
、
た
だ
た
だ
感
心
し
た
▼
古
代
中

国
に
あ
る
自
然
哲
学
を
元
に
し
た
五
行
思
想
。

四
季
の
変
化
を
、
こ
の
思
想
に
当
て
は
め
る
と
、

春
は
「
青
春
」
、
夏
は
「
朱し

ゅ

夏か

」
、
秋
は
「
白は

く

秋し
ゅ
う」
。
詩
人
の
北
原
白
秋
は
、
こ
こ
か
ら
名
前

を
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
冬
は

「
玄げ

ん

冬と
う

」
▼
四
季
の
中
で
青
春
は
、
若
く
て
未
熟

で
は
あ
る
が
、
元
気
で
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

と
を
言
い
、
日
本
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
朱
夏
は
人
生
の
夏
真
っ
盛
り
で

代
前
半
か

ら

代
後
半
、
白
秋
は

代
後
半
か
ら

代
後

半
、
玄
冬
は

代
後
半
以
降
を
指
す
▼
自
分
は

気
が
付
け
ば
白
秋
の
時
代
に
入
っ
た
。
論
語
で

言
う
と
こ
ろ
の
「
耳
に
従
う
（
人
の
言
葉
を
素
直

に
聞
く
）
」
年
齢
。
生
徒
た
ち
の
心
の
内
に
あ
る

気
持
ち
を
純
粋
に
表
現
し
た
言
葉
は
、
「
耳
に

従
う
」
と
す
っ
と
心
の
中
に
入
っ
て
き
た
。
す

が
す
が
し
い
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
（
星
　
匠
）
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す
ぎ
も
と
・
し
げ
は
る
　
札
幌
市
生
ま
れ
。
釧
路
湖
陵
高
か
ら
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学

部
卒
。
父
紘
一
氏
と
同
じ
北
大
医
局
第
２
内
科
で
消
化
器
の
分
野
を
専
門
と
し
て
経
験
を
重

ね
る
。
２
０
０
３
年
か
ら
釧
路
赤
十
字
病
院
に
勤
務
。

年
５
月
か
ら
杉
元
内
科
医
院
を
引

き
継
ぎ
院
長
に
。
現
在
釧
路
市
医
師
会
理
事
。
マ
リ
モ
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
「
マ
リ
モ

で
釧
路
を
盛
り
上
げ
隊
」
の
副
会
長
と
し
て
活
躍
中
。

歳
。

　
在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
を
推
進
す

る
た
め
に
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
が
２
０
０
９
年
の
発
足
以
来
、
研
修
と
連
携
を
深
め
て
き

た
団
体
「
Ｃ
Ｃ
Ｌ
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
よ

り
高
み
を
目
指
し
た
活
動
を
始
め
た
。
初
代
理
事
長
に
就
任

し
た
杉
元
さ
ん
に
今
後
の
活
動
の
方
向
性
や
思
い
を
聞
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
伊
東
義
晃
）

人と人とのつながりを大切にした

い―と杉元理事長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【

日
】
▽
午
前
９
時

分
　
第

回
全
道
ろ
う
あ
者
大
会
式
典
（
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
）
▽
午
後
６
時
　
樋
原
永

幸
氏
藍
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会
（
釧
路

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

　
―
団
体
名
の
Ｃ
Ｃ
Ｌ
に
は
、

ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
い

ま
す
か
。

　
杉
元
　
Ｃ
Ｃ
Ｌ
は
、
Ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
（
連
携
す
る
）
、

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
（
創
造
す
る
）
、

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
（
人
生
を
楽
し
む
）

の
頭
文
字
で
す
。
地
元
の
人
、

地
元
の
た
め
に
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
い
る
。
初
め
は

人
に

満
た
な
か
っ
た
活
動
が
、
こ
の

９
年
の
間
に
会
員
は

人
に
、

研
修
会
や
在
宅
医
療
、
認
知
症

を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
講
座
を

約

回
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
―
今
後
の
地
域
医
療
の
進
む

べ
き
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

　
杉
元
　
地
域
の
中
で
今
後
は

介
護
福
祉
の
比
重
が
大
き
く
な

っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

こ
の
ま
ま
で
い
け
な
い
―
と
釧

路
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
目

指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

を
実
践
し
て
き
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
に
よ
っ
て
組
織
と
し
て
の

信
頼
度
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
金
や

資
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
私

た
ち
が
よ
り
活
動
し
や
す
く
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
―
こ
れ
ま
で
活
動
を
進
め
る

上
で
、
参
考
に
し
た
活
動
は
あ

り
ま
す
か
。

　
杉
元
　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

集
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
こ
の

釧
路
の
マ
チ
で
活
動
す
る
た
め

に
ふ
さ
わ
し
い
連
携
の
形
を
つ

く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一
人

で
何
役
も
こ
な
し
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
釧
路
の
現
状
を
ま
と

め
た
冊
子
も
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
今
後
の
医
療
と
介
護
の
連

携
を
円
滑
に
す
る
ヒ
ン
ト
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
　

　
―
今
後
は
ど
の
よ
う
な
構
想

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
杉
元
　
将
来
的
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し

た
構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
す
る
シ

ス
テ
ム
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
団
体
が
必
要
な
の

か
、
み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
、
使
い
勝
手
の
良
い
団
体

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

釧
路
ら
し
い
、
釧
路
な
ら
で
は

の
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

た
い
。

重
ね
た
市
民
講
座

回

患
者
の
情
報
を
共
有

　
　
　
　
　
　
　
◇
道
政
報
告

　
　
　
　
　
　
　
▼
北
海
道
議

会
議
員
　
田
中
英
樹
氏

湯気を上げる出来たてのクジラ汁を買い物客に

■釧路消費者協会からの節電術のアドバ
　イス
　照明　①こまめに消す②発行ダイオード

（ＬＥＤ）電球にする

　テレビ　①家事や掃除をしながら見ない②

時計代わりにしない③画面を常にきれいにし

輝度を落とす

　冷蔵庫　①熱いものは冷まして入れる②放

熱を促すため上に物を置かない。ドア側にマ

グネットを張らない（メモ類を挟まない）③

庫内の設定温度は強から中へ④古いドアパッ

キンは交換する（冷気が逃げる）

　洗濯機　①まとめ洗いをする（回数を減ら

す）

　掃除機　①部屋を整理してから行う（かけ

ながらだと時間がかかる）②紙パックのこま

めな交換とフィルターの掃除③洋室や和室は

ほうきでも掃除可能④じゅうたんは〝コロコ

ロ〟も使える

　炊飯器　①長時間保温にしない②土鍋や圧

力釜でも炊ける

　アイロン　①まとめて行う②ハンカチ程度

なら余熱で十分③洗濯後はきちんと伸ばして

から干す。ソファーの背もたれにかけるとア

イロンいらず

　ドライヤー　①髪はよくタオルで拭く②暖

房を兼ねて温風器で乾かすのもあり

　寝具　①電気毛布や敷き毛布は使わず湯た

んぽで②古い毛布は敷布に活用する

　パソコン　①省電力設定を活用②ディスプ

レーの明るさを落とす

　
胆
振
東
部
地
震
で
、
釧
路
、
根
室
管
内
を
含
む
道
内
全
域

が
停
電
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
異
常
事
態
が
発
生
。
発
電
所

の
復
旧
で

％
の
節
電
目
標
こ
そ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
引

き
続
き
１
割
の
需
要
削
減
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
余
分

な
電
気
を
消
す
こ
と
は
基
本
だ
が
、
契
約
ア
ン
ペ
ア
数
そ
の

も
の
を
見
直
す
な
ど
、
各
家
庭
で
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

が
あ
る
。
〝
節
電
の
プ
ロ
〞
と
も
い
う
べ
き
釧
路
消
費
者
協

会
（
畠
山
京
子
会
長
）
か
ら
節
電
術
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（

田
薫
）
＝
関
連
記
事
３
面
に
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深
谷
　

榮

樹

氏

（
ふ
か
や
・
え
い
じ
ゅ
）
釧
路
美
術
協
会
会

長
。
１
９
４
６
年
十
勝
管

内
清
水
町
生
ま
れ
。

年

釧
美
展
初
出
品
。

年
釧

美
展
協
会
賞
、
会
員
推
挙
。

年
寺
島
春
雄
賞
、

年

釧
新
郷
土
芸
術
賞
、

年
全
道
展
佳
作
賞
受

賞
。
２
０
０
０
年
エ
ッ
セ
ー
「
湿
原
遊
歩
道

か
ら
」
を
釧
路
新
聞
に
掲
載
。

年
自
由
美

術
展
佳
作
賞
受
賞
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
節
電
方
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
畠
山
会
長
（
右
）
ら

節
電
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

亜 唖

娃 阿　　　　　　　　　　
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プーチン氏提案に様子見　２
安室奈美恵さんラストライブ　３
尾上さんそば打ち四段 管内女性初　５
千島連盟に公式ソング　　
　　テレビ週間ガイド８・９

　 釧新スポーツ11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9月16日日曜日

スイカを食べて大満足！

かが　さくたろうちゃん
投稿者・加我翼さん
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《
訂
正
》

日
付
根
室
版
１

面
の
羅
臼
高
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ

ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
の
記
事
と
見

出
し
で
、
イ
ワ
シ
と
あ
る
の
は

ニ
シ
ン
の
誤
り
で
し
た
。

。。。。。。。。。

　
ク
ジ
ラ
を
も
っ
と
食
べ
よ
う

│
と
釧
路
く
じ
ら
協
議
会
な
ど

主
催
の
「
秋
の
鯨
肉
普
及
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
（
釧
路
地
域
お
さ

か
な
普
及
協
議
会
共
催
）
が

日
、
和
商
市
場
を
会
場
に
行
わ

れ
、
竜
田
揚
げ
と
く
じ
ら
汁
を

無
料
で
振
る
舞
っ
た
。

　
釧
路
沖
で
始
ま
っ
た
調
査
捕

鯨
に
よ
る
ク
ジ
ラ
肉
が
市
内
に

出
回
る
こ
の
時
期
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
。
こ
の
日
は
竜
田
揚

げ
と
く
じ
ら
汁
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
食
ず
つ
を
用
意
し
、
列
を
つ

く
っ
て
待
ち
わ
び
て
い
た
買
い

物
客
が
今
年
の
ク
ジ
ラ
肉
の
味

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
会
場
に
は
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の

ヒ
ゲ
板
が
展
示
さ
れ
、
持
ち
帰

る
こ
と
も
で
き
る
と
あ
っ
て
関

心
を
集
め
た
。
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

は
一
番
小
型
の
ク
ジ
ラ
だ
が
、

大
き
さ
は
最
大
で
８
㍍
ぐ
ら
い

に
な
る
。
オ
キ
ア
ミ
以
外
に
も

サ
ン
マ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
も
食
べ
て
い
る

こ
と
が
調
査
捕
鯨
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
「
く
じ
ら
祭
り
＆
く

し
ろ
の
鯨
味
め
ぐ
り
」
が

〜

日
ま
で
の
３
日
間
、
市
内
飲

食
店

店
の
参
加
で
行
わ
れ
、

ク
ジ
ラ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
５

０
０
円
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
　
　
　
　
（
郷
裕
策
）

。。。。。。。。。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
深
刻
な

電
力
不
足
に
よ
り
計
画
停
電
が

行
わ
れ
、
全
国
的
に
節
電
意
識

が
高
ま
っ
た
。
同
協
会
で
は
２

０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、
役
員

た
ち
が
「
節
電
チ
ー
ム
」
を
組

み
、
家
庭
で
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
実
験
。
消
費
電
力
や

料
金
の
変
化
を
定
期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
手

法
を
調
べ
た
。
今
回
は
こ
の
調

査
を
基
に
節
電
の
方
法
を
伝
授

し
て
も
ら
っ
た
。

　
契
約
ア
ン
ペ
ア
（
Ａ
）
数
の

変
更
は
、
特
に
子
育
て
を
終
え

た
夫
婦
２
人
暮
ら
し
の
家
庭
に

有
効
と
い
う
。
一
般
家
庭
の
平

均
は

Ａ
と
さ
れ
る
が
、
畠
山

会
長
は
「
１
〜
２
人
な
ら

Ａ

で
も
十
分
」
と
し
、
「
消
費
電

力
の
高
い
も
の
を
同
時
に
使
わ

な
い
こ
と
。
節
電
、
温
暖
化
防

止
、
家
計
に
も
や
さ
し
い
〝
一

石
三
鳥
〞
に
な
る
の
で
、
各
家

庭
で
消
費
電
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
は
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
節

電
に
関
す
る
知
恵
が
あ
る
が
、

若
年
層
ほ
ど
方
法
が
分
か
ら

ず
、
意
識
が
低
下
す
る
た
め
「
生

活
習
慣
が
変
え
ら
れ
な
い
」
と

い
う
。
「
こ
の
機
会
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

少
し
で
も
い
い
か
ら
意
識
を
変

え
て
み
て
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。
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